
電気 通信 交通

電気

１９１２年（大正元） 天草電燈会社発足 ６月

同年 本渡発電所開設 １１月

１９２７年（昭和 ２）本村に電灯がつく

１９５０年（昭和２５）世帯数６４１戸（内無電灯戸数７３戸）

通信

１９１９年（大正８）本渡で電話交換業務開始

１９２８年（昭和３）ラジオ放送始まる

１９４９年 本渡電報電話局開局

１９５０年 ラジオ聴取者一九四戸

１９５３年 ＮＨＫテレビ本放送開始

１９５４年 電話架設

１９５３年 ＮＨＫテレビ局開局 公社電話自動化

１９５９年 有線放送電話開始（昭和４７年廃止）

１９６０年 カラーのテレビ放送が始まる

１９６５年 公社電話全国即時通話網に編入

１９６６年 カラーテレビ入る

１９６８年 ポケットベルサービス開始。

１９７０年 カラーテレビ普及する

１９７２年 地域集団電話開通

１９７６年 日中海底ケーブル開通 苓北～中国ナンホイを結ぶ全長１,０３６ km
１９７９年 下河内新休寺領にテレビ中継局開局 公社電話ダイヤル化

１９８５年 電電公社が NTTに民営化
１９８９年 消防防災無線開局

１９９０年代 携帯電話の普及が本格化

１９９年代 インターネットのホームページが急速に増加

２０００年 デジタル衛星放送を開始

２０００年代 ＡＤＳＬ方式によるブロードバンドインターネットが家庭へ普及

２００３年 地上デジタルテレビジョン放送が大都市圏ではじまる

郵便局

明治 ４年 郵便役所創設、飛脚法を開始。切手販売制、郵便規則を定める。

明治 ５年 通信業務を開始。

明治 ６年、はがき・封書の料金が定められる。

明治 ８年、郵便役所を郵便局に改め郵便受取所を設置。

郵便貯金・郵便為替が開始された。

明治１９年、三等郵便局長の採用、請負制を認める。

大正 ５年、電報取扱業務が開始された。

簡易生命保険取扱事務が開始された。



大正１５年、郵便年金取扱事務が開始された。

昭和 ２年、電信電話取扱事務賀開始された。

昭和 ３年、月掛貯金取扱事務が開始された。

昭和 ４年、本村郵便局が開局される（局長野島亀彦氏）

昭和１４年、電話交換業務が開始された。

昭和１６年、三等郵便局が特定郵便局と改称された。

昭和２２年、国家公務員法公布。野島功氏局長に就任。

昭和４６年、電話交換事務が廃止された。

昭和５６年 野島悦生氏局長に就任

平成１５年、野島康弘氏局長に就任

交通 アクセス

海路

天草は離島であるため、交通手段はもっぱら舟による海路を利用していた。大正１３

年（１９２４）大矢崎築港が完成、昭和３年大矢崎新港が開港し、本渡三角間を汽船が

運行した。喫水が浅く接岸できないため、手漕ぎの小舟で沖に停泊する本船へ乗り換え

ていた。昭和３０年、本渡港が開港し、桟橋から乗船出来るようになった。

昭和３７年、本渡～三角間に水中翼船が就航し、同４２年には、本渡～熊本要江間に

ホーバークラフトが就航した。平成９年、本渡～熊本新港を１時間で結ぶ高速艇マリン

ビューが就航したが、現在乗船客の減少から廃止を余儀なくされている。

陸路

江戸時代、天草における行政の中心地は富岡（苓北町）であり、陸路として富岡から

志岐～平床～鶴～福連木～一町田へのコースは代官の巡視や志岐麟泉が何回も往来した

記録が残っている

現在、下島広域農道が開通し、林道苓北～天草線が交差する茶屋峠には喉の渇きを潤

す湧水があり、今も休憩地として整備され当時の名残りを留めている。

道が整備されまでの人々の移動は、ほとんど徒歩で、駕籠に乗れるのは東向寺の御前

様か医者どんであった。

明治２年、県天草支庁が熊本より本渡町船之尾に移され、天草の道路交通網は本渡中

心に発展する事になった。

明治２４年、本渡～二江線が開通、間もなく本町を貫く志岐への県道が東向寺の境内

を突き抜ける形で竣工した。

明治３９年、富岡往還（本渡富岡間）が開通し、同４４年下河内～寺領間の道路が完

成すると客馬車や荷馬車が登場し人の移動や物流が容易になった。

大正５年、天草にはじめて自転車が導入されたが、一般に普及するのは主要道路が開

通した昭和に入ってからである。

昭和３年には、苓州館自動車部が、本渡～本村間にバスを運行した。続いて、寺領か

ら半河内に通じる県道引地～本町線が開通した。

昭和１７年、九州産交バス（株）が設立、同２５年本渡本村間をバス運行開始により

移動が更にスピードアップされた。



昭和３０年代前半までは通学・通勤にはほとんど自転車を使用したが、３０年代半ば

から単車が普及してきた。

昭和３８年、町村合併の条件であった市道本町山口線が開通、更に広域営農団地農道

整備事業として新休～城河原～坂瀬川～志岐に至る下島広域農道が昭和５４年開通した。

アクセス道路も整備され、県道は主要地方道二本を合わせると４路線、市道は本町梶山

線他、４路線延長にして６２．７キロメートルに及んでいる。

昭和４０年代になると乗用車が一般に普及し、現在では成人者の必需品位なった。

交通の変遷を歴史的にたどってみると次のとおりである。

明治３９年（１９０６） 富岡往還、開通（本渡富岡）

明治４４年（１９１１） 下河内～寺領間、道路完成

大正 元年（１９１２） 富岡往還、拡幅改修（県道認定）

大正 ５年（１９１６） 寺領～福岡間、道路完成

天草に自転車が走る

昭和 ２年（１９２７） 福岡～平床間、道路完成

昭和 ３年（１９２８） 苓州館自動車部が本渡～本村間にバスを運行

昭和 ８年（１９３３） 本渡～本村間に岩崎タクシーを運行

昭和 ９年（１９３４） 本渡～下田、県道開通

昭和１０年（１９３５） 宇土洗切、道路完成

昭和１７年（１９４２） 福岡～二又間、道路完成

九州産交バス（株）設立

昭和２５年（１９５０） 本渡本村間、産交バス運行

昭和２９年（１９５４） 本渡平床間、産交バス運行

昭和３２年（１９５７） 雪州林道完成

昭和３５年（１９６０） 主要地方道 本渡苓北線（平床経由）認定

県道 引地本町線（寺領～八久保）認定

昭和３６年（１９６１） 寺領農道が竣工

昭和３８年（１９６３） 市道本町～山口線開通

昭和３９年（１９４６） 本町～坂瀬川線竣工

昭和４１年（１９６６） 天草五橋開通

昭和４６年（１９７１） 農免道路本渡～五和間完工

昭和４７年（１９７２） 主要地方道、本渡下田線(八久保経由）認定

昭和４８年（１９７３） 林道、広野線開通

昭和４９年（１９７４） 瀬戸大橋開通

昭和５０年（１９７５） 天草五橋、通行料無料化

昭和５４年（１９７９） 農免道路、本渡～苓北間完工

昭和５７年（１９８２） 県道、本渡五和線拡幅改修（下河内～枦原）認定

昭和６３年（１９８８） 県道下河内～新休間二車線化

空路

平成１２年、本町枦原地区には空の玄関口として天草空港が開港し、熊本まで２０分、

福岡まで３０分で結ぶ、天草で一番近くて便利な町になった。


